






このままでは皮膚疾患の発症、蔓延が危惧 

職員は4勤2休のシフトの中でシャワーも使えず寝具は共用 

ヒューマンエラーによる事故のリスクを高めることが懸念 

睡眠不足、慢性疲労状態で作業を継続 

衛生状態 



疲労回復の重要性 





４つのストレス 



想定外の反響 









福島原発関連資料 





大きないびきにより安眠妨害 

 

安全に業務を遂行するためには、良質かつ十分な
時間の睡眠を確保することが必須 

福島第一職員の多くは福島第二の体育館の床に
畳、シート、マットを敷きつめた上、毛布・寝袋で雑
魚寝 

夜間巡視で、重症の睡眠時無呼吸症候群(SAS)患
者による強烈ないびきにより、睡眠を妨げられてい
る状況が判明 



5月26日時点で25名がCPAPを装着中 

SASが強く疑われる大きないびきを発している方々にCPAP治療を
実施 

翌日面談した結果、熟睡できて疲労も回復したとの感想 

治療器(持続陽圧呼吸療法,CPAP)の提供を受け、震災前にCPAPを
使用していた2名に装着 

いびき対策 





現在までの到達点 






